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市旗デザインが決まりました

合併１周年記念事業として都城市の新しい市旗デザインの募集をしたところ、

全国から 1,125 作品の応募があり、審査の結果、住澤英男さん（都城市妻ケ丘町）

の作品を最優秀賞に決定しました。

このデザインは、平成 20年４月１日から、都城市の市旗として使用します。
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市
旗
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨

　

新
し
い
市
旗
デ
ザ
イ
ン
は
、
都

城
市
民
憲
章
の
理
念
を
象
徴
化
し

た
も
の
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
的
に
は
、
中
央
に
霧

島
を
配
し
、
そ
こ
に
は
、
明
る
い

光
の
中
を
風
が
吹
き
わ
た
り
、
澄

み
き
っ
た
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
サ
ク
ラ
の
花
の
形
で
市

民
が
集
う
様
子
を
表
現
し
て
い
ま

す
。

　

色
彩
的
に
は
、
緑
が
霧
島
の
大

地
に
広
が
る
豊
か
で
美
し
い
自
然

を
、
紺
が
思
い
や
り
を
持
ち
、
と

も
に
歩
ん
で
ゆ
け
る
社
会
を
、
青

が
絶
え
間
な
い
努
力
に
よ
り
、
飛

躍
す
る
無
限
の
可
能
性
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

特
徴

　

逆
さ
ま
に
す
る
と
、
市
の
花
で

あ
る
ア
ヤ
メ
に
見
え
る
工
夫
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

応
募
状
況

　

6
月
1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で

募
集
し
、
市
内
の
小
中
学
生
か

ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
ま
で
全
国
か
ら

8
0
1
人
、
1
、1
2
5
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

デ
ザ
イ
ン
性
が
高
く
新
鮮
で
、
作

者
の
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
個
性
的

な
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

審
査
結
果

　

教
育
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
、

福
祉
分
野
の
市
民
代
表
と
美
術
、

建
築
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
専
門

家
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
で
９

作
品
に
絞
り
込
み
、
最
優
秀
賞
選

定
委
員
会
で
最
終
審
査
を
行
い
、

最
優
秀
賞
お
よ
び
各
賞
を
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

都
城
市　

住
澤
英
男
さ
ん

優
秀
賞

東
京
都　

立
志
哲
洋
さ
ん

大
阪
府　

駒
井
瞭
さ
ん

東
京
都　

井
口
靖
久
さ
ん

宮
崎
市　

中
武
龍
之
介
さ
ん

特
別
賞

小
学
生
の
部

高
城
小
5
年　

後
藤
ち
ひ
ろ
さ
ん

中
学
生
の
部

五
十
市
中
3
年　

坂
元
亘
さ
ん

表
彰
式
（
10
月
12
日
）

住
澤
英
男
さ
ん
の
喜
び
の
声

「
市
の
花
木
で
あ
る
サ
ク
ラ
の
イ

メ
ー
ジ
を
大
事
に
し
ま
し
た
。
す

ば
ら
し
い
作
品
が
多
く
、
選
ば
れ

て
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
63
回
入
賞
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
地
元
で
も
あ
り
、
最
高
に

う
れ
し
い
で
す
」

市
の
花
ア
ヤ
メ

市　旗

市章・市旗

市　章

受賞した坂元さん、住澤さん、中武さん（写真左から）

市
章
と
市
旗

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

　

市
章
と
市
旗
は
、
同
じ
三
本

矢
の
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
ま

す
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
三
本

の
矢
で
「
ミ
ヤ
」
を
、
上
方
の

矢
と
中
央
の
円
で
「
古（
コ
）」

を
、
す
な
わ
ち
都
城
の
「
都
」

を
表
現
し
、
あ
わ
せ
て
円
で

「
和
」
を
、
矢
で
「
伸
び
ゆ
く

市
勢
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

※
参
考

宮
崎
県
章
と
宮
崎
県
旗

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　

市
章
は
三
本
矢
の
マ
ー
ク
を

使
用
し
、
市
の
発
行
す
る
各
種

証
明
書
や
賞
状
、
あ
る
い
は
市

職
員
の
胸
章
な
ど
に
使
用
し
ま

す
。

　

市
旗
は
、
今
回
決
定
し
た
新

し
い
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
、
市

の
公
共
施
設
な
ど
で
使
用
す
る

ほ
か
、
市
が
使
用
す
る
封
筒
な

ど
に
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

経
営
戦
略
課

　

☎
23-

2
1
1
5

宮崎県章宮崎県旗
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都
城
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
６
月

に
「
ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
20
歳
以
上
の
約

13
万
人
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
４
、０
０
０
人
を
対
象
に
、
都
城
の
住
み

ご
こ
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
よ
か
も
ん
屋
都
城
」、
国
際
交
流
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
市
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
回
答
者
は
１
、６
７
９
人
、
回
答
率
は
42
・
０
㌫
で
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

３
１
７
４■都城市の住みごこちをどう感じていますか

■これからも都城市に住み続けたいですか（前年度比較）
項　　　目 19年度 18年度

現在地およびその周辺に住みたい 74.1% 74.8%
市内のほかの地域に住みたい 8.4% 7.6%
住みたくない 3.9% 4.3%
わからない 13.6% 13.3%

●解説　住みごこちについては、87.8%の人が都城市を「住
みやすい」「まあ住みやすい」と感じているようですが、前
年度調査よりも 2.1ポイント低くなっています。
　地区別では、「住みやすい」「まあ住みやすい」と感じてい
る人が小松原（96.6%）、沖水（94.2%）、庄内（93.4%）の順
に多く、昨年一番多かった山之口は 5.9ポイント減の 87.9%
で 9 番目となっています。逆に、「住みにくい」「やや住みに
くい」と感じている人は、西岳（21.1%）、高崎（20.9%）、志
和池（20.5%）の順になっています。
　年代別では、「住みやすい」「まあ住みやすい」と答えたの
は昨年と同様に 70 歳以上が最も多い 91.0%で、逆に 40 代が
最も少なく、前回より 5.6ポイント減の 82.5%となっていま
す。

第
２
回　

都
城
市
市
民
意
識
調
査

ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

●地区別 ●男女別
地区名 回答者 比　率 性　別 回答者 比　率
姫　城 126人 7.5% 男　性 705人 42.0%
小松原 89人 5.3% 女　性 924人 55.0%
妻ケ丘 194人 11.6% 不　明 50人 3.0%
祝　吉 145人 8.6%
五十市 164人 9.8%
横　市 131人 7.8% ●年代別
沖　水 120人 7.2% 年　代 回答者 比　率
志和池 84人 5.0% 20 代 132 人 7.9%
庄　内 76人 4.5% 30 代 179 人 10.7%
西　岳 38人 2.3% 40 代 266 人 15.8%
中　郷 93人 5.5% 50 代 376 人 22.4%
山之口 66人 3.9% 60 代 298 人 17.7%
高　城 131人 7.8% 70歳以上 387人 23.1%
山　田 66人 3.9% 不明 41人 2.4%
高　崎 93人 5.5%
不　明 63人 3.8%

□回答者

□住みごこち
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■海外に行ったことがありますか（「ある」と答えた人）

●解説　「海外へ行ったことがある」と答えた人は全
体で 42.6%、男性は 48.1%、女性は 38.4%となってい
ます。また、「行ったことがある」と答えた人のうち、
「どこへ行きましたか」の問いには、「アジア」（65.6%）
が最も多く、次に「北米」（21.8%）、「ヨーロッパ」
（19.3%）の順となっており、その目的は「観光」が
85.0%と大部分を占めています。

■都城市がモンゴル国ウランバートル市および中国
重慶市江津区と友好交流都市提携していることを
知っていますか

●解説　「ウランバートル市との提携は知っている」
と答えた人が 32.4%だったのに対して、「江津区との
提携は知っている」と答えた人は 2.3%と低い比率と
なっています。また、「どちらの提携についても知ら
ない」と答えた人は 20 代 65.2%、30 代 50.3%、40 代
44.3%、50 代 35.5%、60 代 36.6%、70 歳以上 40.4%と、
若い世代ほど「知らない」と答えた人の割合が高く
なっています。

■これまでに国際協力・交流活動を行ったことはあ
りますか

交流活動を行ったことがある 9.7%
交流活動を行ったことはない 90.3%

●解説　「ある」と答えた人のうち、実際に行った
ことがある国際協力・交流活動（3つ選択）は、「生
活援助物資や寄付金の提供」（48.0%）、「在住外国人
との交流・支援」（46.6%）、「外国語教室への参加」
（18.2%）、「海外在住者との文通や Eメールでの通信」
（18.2%）が上位４項目を占めています。

□国際交流
国際交流に関係することについて調査しました。

■インターネットショップ「よかもん屋都城」を
　知っていますか

■利用したことがありますか
　（「知っている」と答えた人のみ）

利用したことがある 7.7%
利用したことがない 92.3%

●解説　「知っている」と答えた人は 7.4%で、「聞い
たことはある」を含めても 23.4%でした。
　年代別では、「知っている」と答えた人は、30 代
の 12.3%が最も多く、そのほかの年代では 10% 以下
となっています。
　また、「知っている」と答えた人のうち、実際に利
用したことがある人は、全体の 10% 未満となってい
ます。

■利用したことがない理由は何ですか（複数回答可）

●解説　利用したことがない理由には、「魅力ある商
品がない」（18.3%）よりも、「ネット環境が整ってい
ない」（29.6%）、「注文の仕方がわからない」（11.2%）
など、インターネットショップという販売形態に対
する市民の認知度、浸透度が反映されているようで
す。

□インターネットショップ「よかもん屋都城」
季節の食材から人気商品まで都城の旬を届けている
楽天市場インターネットショップ「よかもん屋都城」
の認知度を調査しました。

第２回　都城市市民意識調査　ふれあいアンケート
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■市民公益活動に参加していますか

■参加していない理由は何ですか（複数回答可）

●解説　「参加していない」と答えた人にその理由を
聞くと、「内容がわからない」（39.9%）と「時間がない」
（37.2%）が大部分を占めています。年代別でみると、
20 代から 50 代では「内容がわからない」よりも「時
間がない」の方が上位となっています。

■市民公益活動団体が提供するサービスを受けたこ
とがありますか

■市が行うよりも地域（住民）が直接行った方がい
いと思うものがありましたら、２つ以内で選んで
ください　※上位4つを掲載

□協働のまちづくり
市民が自発的・自主的に行う、営利を目的としてい
ない社会貢献活動（市民公益活動）について調査し
ました。

■平成18年6月1日から新築住宅に設置が義務付け
られたことを知っていますか

■既存住宅にも平成23年5月31日までに設置しな
ければならないことを知っていますか

■現在、自宅に住宅用火災警報機を設置しています
か

●解説　住宅用火災警報器を「設置している」と答
えた人は 14.2%で、「設置していない」が 85.8％となっ
ています。また、住宅用火災警報器の販売場所につ
いては、73.1%の人が「知らない」と答えています。

□住宅用火災警報器
住宅用火災警報器の設置が義務付けられる（た）こと
について、市民の認知度を調査しました。

■市が現在行っている事務や事業の一部について、
今後予算を地域配分し、地域が行うことについて
どう思いますか（２つ以内で回答）

●解説　地域（住民）が行うことについては、「わか
らない」が 36.2%で最も多く、「地域で考えてみたい」、
「地域住民の活動負担は無理」、「積極的に進めて欲し
い」の順になっています。「必要ない」は、年代別、
地区別、性別でも 10% 前後の比率となっています。
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■あなが特に力を入れてほしいと思うものを５つ選んでください

●解説　昨年度の調査では、回答比率の上位３項目は、「商店街の活性化」（31.0％）、「企業誘致」（27.8%）、「福
祉対策」（27.3%）でした。本年度の調査では、「福祉対策」（34.6%）、「商店街の活性化」（30.8%）、「企業誘致」（30.6%）
となり、多少順位の入れ替わりはあったものの昨年同様の上位３項目となっています。
　性別でみると、男性は「企業誘致」（37.7％）が１位、女性は「福祉対策」（36.5％）が１位となり、昨年の女
性の回答比率で１位であった「商店街の活性化」（33.1％）は２位となっています。
　年代別では、20 代で「商店街の活性化」、30 代で「余暇利用施設の整備」「商店街の活性化」（同率１位）、40
代・50 代で「企業誘致」、60 代・70 歳以上で「福祉対策」が１位となっています。
　地区別では、姫城、小松原、祝吉、五十市、横市で「商店街の活性化」、妻ケ丘、沖水、庄内、中郷、山之口、
高崎で「福祉対策」、志和池、高城、山田で「救急医療対策」（山田は、同率で「福祉対策」も１位）、西岳で「生
活道路や側溝の整備」が１位となっています。

□市政への要望

第２回　都城市市民意識調査　ふれあいアンケート
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廣
瀬
嘉
昭
さ
ん
は
、
大
分
県
佐

伯
市
生
ま
れ
で
、
昭
和
36
年
か
ら

平
成
10
年
ま
で
、
宮
崎
県
内
の
小

学
校
で
教
べ
ん
を
執
る
傍
ら
、
当

時
の
生
活
や
風
景
を
克
明
に
写
真

に
納
め
て
き
ま
し
た
。
原
版
は
多

大
な
私
費
と
労
力
を
費
や
し
て
大

切
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
平
成
13

年
以
降
各
地
で
開
催
さ
れ
た
回
顧

展
に
お
い
て
多
く
の
鑑
賞
者
に
、

大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
昔

の
風
景
や
人
物
な
ど
の
作
品
は
記

録
性
が
高
く
、
各
方
面
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
特
に
昭

和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て

の
写
真
は
、
当
時
の
風
俗
や
風
景

が
生
き
生
き
と
写
し
出
さ
れ
て
お

り
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

昭
和
60
年
に
は
、
都
城
フ
ォ
ト

ク
ラ
ブ
を
結
成
。
会
員
へ
の
適
切

な
指
導
に
よ
り
、
宮
日
美
展
、
県
・

市
美
展
な
ど
で
特
選
や
入
賞
を
得

た
会
員
も
多
く
、
特
に
市
美
展
で

は
２
人
の
※

無
鑑
査
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、「
彩
無
会
」
の
副
会
長

と
し
て
絵
画
や
陶
芸
、
写
真
部
門

の
各
団
体
間
の
交
流
に
尽
力
す
る

な
ど
、
文
化
の
向
上
発
展
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

※
美
術
展
覧
会
で
、
過
去
の
入
選
実
績
な

ど
に
よ
り
、
鑑
査
な
し
で
出
品
で
き
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
資
格

　今回の受賞
を大変うれし
く思います。
しかし、この
程度の実績で
果 た し て よ
かったのだろ
うかという後
ろめたい気持

ちもないではありません。
　この度、これまでに撮ってき
たものを整理し、昭和時代後半
の記録として一冊の写真集にま
とめました。これをたくさんの
人に見てもらうことで、私がやっ
てきた写真のことを少しでも分
かってもらえると幸いです。

都城市文化賞は、文化の向上、発展に顕著な業績または功労のあった個人、団体に対し、
都城市文化賞条例に基づき贈呈されるもので、旧都城市時代も含め、これまでに 90 人、
７団体が受賞しています。
新都城市において２回目となる今年の文化賞には、文化功労部門１人が選ばれました。

問い合わせ　生活文化課　☎23-2132

平成19年度
都城市文化賞

 文化功労部門

廣
ひ ろ

瀬
せ

　嘉
よ し

昭
あ き

さん
（南鷹尾町在住・70 歳）

受賞者の声

「すっぱいみかん」～昭和38年ごろの学校給食の様子



9　Miyakonojo City Public Relations 2007.11

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

　

国
保
税
を
納
め
る
人
は
各
世
帯

の
世
帯
主
で
す
。

　

ま
た
、
世
帯
主
が
国
保
以
外
の

健
康
保
険
（
社
会
保
険
・
共
済
組

合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
場
合

で
も
、
同
じ
世
帯
に
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
い
る
と
き
は
、
擬
制

世
帯
主
（
み
な
す
世
帯
主
）
と
し

て
、
世
帯
主
に
国
民
健
康
保
険
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
滞
納
者
へ
の
対
応

　

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納

期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置

を
行
い
ま
す
。

●
督
促
状
の
発
送

　

納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に
督
促

状
を
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
督
促

状
が
発
送
さ
れ
る
と
督
促
手
数
料

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
延
滞
金
を
加
算

　

督
促
状
を
発
送
し
て
も
納
税
が

な
い
場
合
、
滞
納
期
間
に
よ
っ
て

延
滞
金
を
加
算
し
ま
す
。

　

な
お
、
滞
納
が
続
い
た
場
合
、

通
常
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
交
付
は
で
き
な
く
な
り
、
期

限
付
被
保
険
者
証
も
し
く
は
被
保

険
者
資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

★
期
限
付
被
保
険
者
証

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
が
、
通
常
よ
り
短
く
な

り
ま
す
。

★
被
保
険
者
資
格
証
明
書

　

滞
納
が
１
年
以
上
続
く
と
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交
付
し

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
資
格
証
明
書
が
交

付
さ
れ
る
と
、
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
る
際
は
、
診
療
費
用
の
全

額
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
滞
納
処
分

　

滞
納
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

法
律
に
よ
り
財
産
や
給
与
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

●
給
付
の
差
し
止
め

　

滞
納
が
１
年
半
以
上
続
く
と
、

国
民
健
康
保
険
に
よ
っ
て
支
給
さ

れ
る
療
養
費
、
高
額
医
療
費
、
出

産
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
付

を
差
し
止
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課

　

☎
23-

2
6
4
2

国
保
税
は
必
ず

納
付
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税

滞
納
す
る
と
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
税
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費

に
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
を
滞
納
す
る
と
国
保
の
健
全
な

運
営
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
保
険
税
は
必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

督促状を発送
※督促手数料を加算

⬇
滞納期間により延滞金を加算

⬇
期限付被保険者証・

被保険者資格証明書の交付
※医療費の全額自己負担

⬇
給付の差し止め

健康保険は自動的には切り替わりません
　加入の届け出が遅れた場合にも、国民健康保
険の資格を取得した日にさかのぼって、国民健
康保険税を課税します。
　また、脱退の届け出が遅れた場合には、国民
健康保険税は課税されたままになります。
　国民健康保険から社会保険などに変わった場
合、資格のない国民健康保険証を使用すると、
診療費を後日請求しますのでご注意ください。

納付は口座振替で
　国民健康保険税の納付は、口座振替をご利用
ください。納期ごとに金融機関へ行く手間が省
け、自動的に指定の口座から引き落とすため納
め忘れがなく大変便利です。
　「預金通帳」「通帳届け出印」「納税通知書」
を持って、指定の金融機関で備え付けの申込書
に必要事項を記入のうえ、申し込み手続きをし
てください。

国民健康保険の加入・脱退の届け出
　次の要件に該当する場合には、14 日以内に
必ず届け出を行ってください。

●加入するとき
・他の市町村から転入したとき
・職場の社会保険や共済組合などをやめたとき
・社会保険や共済組合加入者などの被扶養者で
なくなったとき
・子どもが生まれたとき
・生活保護が廃止になったとき

●脱退するとき
・他の市町村に転出したとき
・社会保険や共済組合などに加入したとき
・社会保険や共済組合加入者など
　の被扶養者になったとき
・死亡したとき
・生活保護になったとき

注意

お忘れなく

便利です
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体
験
す
る

□
忍
者
バ
ル
ー
ン
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
！

（
10
時
〜
12
時
）

　

紫
外
線
に
当
て
る
と
変
色
す
る
か
わ
い

い
ス
ラ
イ
ム
を
作
る
工
作
教
室
で
す
。

※
当
日
申
し
込
み
、
先
着
2
0
0
人

□
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
（
10
時
55
分
〜

11
時
40
分
）

　

パ
ネ
ル
に
描
か
れ
た
地
球
の
未
来
を
予

測
し
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考

え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

□
地
球
温
暖
化
防
止
ク
イ
ズ
大
会

〜
ダ
ン
シ
ン
グ
フ
ェ
ア
リ
ー
★
ミ
ィ
ヤ

シ
ョ
ー
〜
（
11
時
45
分
〜
12
時
15
分
）

□
親
子
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
製
作
教
室

（
12
時
〜
13
時
30
分
）

　

親
子
で
取
り
組
む
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
作

り
。
対
象
は
小
学
校
高
学
年
と
そ
の
保
護

者
で
す
。
競
走
し
て
優
勝
し
た
人
に
は
豪

華
な
賞
品
を
進
呈
。

※
事
前
申
し
込
み
必
要
、
先
着
30
組

□
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
見
学
ツ
ア
ー
（
13

時
〜
14
時
）

　

ビ
デ
オ
説
明
や
施
設
内
の
見
学
を
行
い

ま
す
。
※
事
前
申
し
込
み
必
要
、先
着
50
人

□
電
気
自
動
車
の
乗
車
体
験

　

環
境
に
優
し
い
電
気
自
動
車
に
あ
な
た

も
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
普
通
免
許
が
必
要
で
す

□
井
戸
水
（
硝
酸
態
窒
素
）
の
無
料
検
査

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
5
0
0
ml
以
下
）
に

井
戸
水
を
入
れ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

※
先
着
1
0
0
人

□
大
声
大
会
（
12
時
20
分
〜
12
時
35
分
）

　

環
境
に
ま
つ
わ
る
言
葉
を
発
声
し
、
声

量
を
測
定
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
入
賞
者

に
は
豪
華
な
景
品
を
進
呈
。

※
事
前
申
し
込
み
必
要
、
先
着
10
人

□
廃
材
ア
ー
ト
（
13
時
〜
14
時
10
分
）

　

親
子
で
廃
材
か
ら
作
品
を
つ
く
る
教
室

で
す
。
対
象
は
小
学
生
。
入
賞
者
に
は
す

て
き
な
景
品
を
進
呈
。

※
事
前
申
し
込
み
必
要
、
先
着
5
組

※
こ
の
ほ
か
に
も
紙
す
き
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
多
彩
な
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い

ま
す

見
て
学
ぶ

□
環
境
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
「
都
城
の
宝
物
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
中

学
生
が
撮
影
し
た
環
境
写
真
、
環
境
美
化

の
日
コ
ン
ク
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
、
そ
の
ほ

か
環
境
に
関
す
る
子
ど
も
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

□
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
、
め
だ
か
や
川
魚
、
焼
却
灰
サ
ン
プ

ル
の
展
示
、
そ
の
ほ
か
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

無
料
配
布
コ
ー
ナ
ー

　
「
有
機
た
い
肥
」、「
緑
化
木
」、「
特
別

栽
培
米
」、「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
先
着
順
に

無
料
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
使
用

済
み
の
焼
酎
紙
パ
ッ
ク
3
枚
（
大
き
さ
は

問
わ
な
い
）
と
、
そ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
生
成
し
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
個

を
交
換
し
ま
す
！

※
そ
の
ほ
か
カ
レ
ー
や
北
斗
鍋
な
ど
の
飲

食
コ
ー
ナ
ー
、
古
本
や
Ｅ
Ｍ
菌
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置
し
ま
す

●
日
時　

11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
さ
い
せ
い
館
」

（
下
水
流
町
）

都
城
市
環
境
ま
つ
り
は
「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
都
城
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
に
つ
い
て
の

展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

環
境
政
策
課　

☎
23-

２
１
３
０

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
家
具
や
自
転
車

を
再
生
し
、
希
望
者
に
抽
選
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
品
目　

タ
ン
ス
・
ソ
フ
ァ
な
ど
の

家
具
類
約
30
点　

自
転
車
（
価
格
は
防
犯

登
録
料
込
み
）
約
20
点

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

人
。
た
だ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
条
件
で
す

●
応
募
方
法　
「
さ
い
せ
い
館
」
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
応
募
箱
へ

※
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
応
募
は
家
具
、
自
転
車
各

１
口
ず
つ

●
応
募
期
間　

10
月
20
日
か
ら
11
月
23
日

（
環
境
ま
つ
り
当
日
）
12
時
ま
で

※
毎
週
火
曜
日
と
第
３
日
曜
日
は
休
館
日

●
抽
選
方
法　

11
月
23
日
の
14
時
30
分
か

ら
環
境
ま
つ
り
会
場
で
公
開
抽
選

※
当
選
し
た
人
は
受
付
で
代
金
を
支
払

い
、
各
自
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
（
物
品

の
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ

　

さ
い
せ
い
館　

☎
36-

3
9
0
0

リ
サ
イ
ク
ル
抽
選
販
売
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
抽
選
販
売
コ
ー
ナ
ー

至  小林

至  有水、石山

Ｎ

●黒
木
葬
祭

　
　
　

●

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

至  

山
田
町

〶志和池
　郵便局

至  都城市街
　  国道10号

至  高城町
　  国道10号

◎
案内標識

都城市立
志和池
小学校

リサイクル
プラザ
さいせい館都城市

一般廃棄物
最終処分場

221

46

46

420

420
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11
月
は「
児
童
虐
待

　
　
　
　

防
止
推
進
月
間
」で
す

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

暴
力
は
、そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、

被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
：
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、
セ
ク
ハ

ラ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
な
ど
の
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
克
服
す
べ

き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
へ

の
社
会
の
意
識
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み
を

強
化
し
、
女
性
の
人
権
尊
重
の
た
め
の
意

識
啓
発
や
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
運
動
の
期

間
は
、
11
月
12
日
㈪
か
ら
11
月
25
日
㈰
ま

で
の
2
週
間
で
す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は

『
私
が
、
私
で
あ
る
た
め
に
』
と
な
っ
て

い
ま
す
。

都
城
地
域
の
状
況

　

平
成
18
年
度
の
都
城
市
女
性
総
合
相

談
の
状
況
を
見
る
と
、
相
談
の
実
数

1
、
0
6
4
件
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
関
連
が

1
7
0
件
（
16
㌫
）、
性
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
の
性
的
被
害
関
係
が
28
件

（
2
・
6
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
実
施
し
た
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
市
民
意
識
調
査

の
セ
ク
ハ
ラ
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
調
査

結
果
か
ら
も
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
深

刻
な
状
況
の
一
端
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

都
城
市
女
性
総
合
相
談
専
用

　

☎
23-

7
1
5
7

宮
崎
県
女
性
相
談
所

　

☎
0
9
8
5-

22-

3
8
5
8

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

男
女
共

同
参
画
担
当　

☎
23-

2
1
2
1　

都
城
市
は
、
平
成
17
年
9
月
に
要
保
護
児

童
等
対
策
地
域
協
議
会
（
現
在
17
団
体
で

構
成
）
を
設
置
。
保
護
の
必
要
な
児
童
を

地
域
全
体
で
支
援
し
、
問
題
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
虐
待
の
早
期
発
見
・

予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
し
つ
け
と
虐
待
の
違
い

　
「
虐
待
と
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
や

か
な
育
ち
を
極
端
に
そ
こ
ね
る
行
為
」
と

い
え
ま
す
。ど
ん
な
に
愛
情
が
あ
っ
て
も
、

ま
た
、
し
つ
け
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、

結
果
的
に
親
の
言
葉
や
行
い
が
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
と
い
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。

　

虐
待
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
親
の
事
情

と
は
一
切
関
係
な
く
、
子
ど
も
の
視
点
か

ら
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
児
童
虐
待
の
定
義

・
身
体
的
虐
待　

な

ぐ
る
、
け
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
、
お

ぼ
れ
さ
せ
る 

な
ど

・
性
的
虐
待　

性
的

行
為
の
強
要
、
性
器

や
性
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
被
写
体
に
す
る 
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る 

な
ど

・
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、
兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の

目
の
前
で
の
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
暴
力
）
な
ど

●
虐
待
の
怖
さ

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
受
け
た
虐
待
は
、
脳

の
正
常
な
発
達
を
遅
ら
せ
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
傷
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。（
Ｍ

Ｒ
Ｉ
を
使
っ
た
検
査
で
も
感
情
を
つ
か
さ

ど
る
機
能
の
成
長
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

親
の
愛
情
の
込
も
っ
た
し
つ
け
が
正
常

な
心
身
・
脳
の
発
達
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、

児
童
虐
待
を
見
た
り
、
聞
い
た
ら

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

 
 
 
 

  （
☎
23-

２
１
１
１
）

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
58-

6
8
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 

  （
☎
58-

2
3
1
1
）

山
田
総
合
支
所　
　

☎
64-

１
１
１
１

山
之
口
総
合
支
所　

☎
57-

３
１
１
１

高
崎
総
合
支
所　
　

☎
62-

１
１
１
１

山
田
・
山
之
口
・
高
崎
地
域
は
各
総
合
支

所
健
康
福
祉
課

※（　

）内
は
、市
役
所
閉
庁
時
の
連
絡
先
。

警
備
員
か
ら
連
絡
を
受
け
た
担
当
者
が

対
応
し
ま
す
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蛍
光
灯
や
扇
風
機
が
ピッ
カ
ピ
カ

 
公
立
保
育
所
電
気
無
料
点
検

　

9
月
28
日
、
4
公
立
保
育
所
で
電
気
関

係
無
料
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
都
城
電

気
工
事
業
協
同
組
合
青
年
部
（
山
内
敏

寛
会
長
、
26
人
）
が
高
齢
者
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
約
30
年
前
に
始
め
た

も
の
で
、
昨
年
か
ら
は
保
育
所
で
行
っ
て

い
ま
す
。
あ
や
め
原
保
育
所
で
は
、
蛍
光

灯
や
電
球
の
取
り
替
え
、
扇
風
機
や
コ
ン

セ
ン
ト
な
ど
の
電
気
器
具
の
点
検
や
清
掃

を
会
員
た
ち
が
約
2
時
間
か
け
て
行
い
ま

し
た
。
保
育
士
の
藤
山
美
香
さ
ん
は
「
暗

く
な
る
時
間
が
早
く
な
っ
た
の
で
、
つ
き

の
悪
か
っ
た
蛍
光
灯
を
交
換
し
て
も
ら
い

助
か
り
ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

市
民
と
市
長
が
直
接
意
見
を
交
換

 

市
長
と
か
た
ろ
会

　

市
長
が
地
域
に
出
掛
け
、
市
民
と
市
政

に
つ
い
て
直
接
意
見
交
換
を
行
う
市
長
と

か
た
ろ
会
が
10
月
2
日
、
山
田
町
の
毘び

沙し
ゃ

丸ま
る

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約
60
人
の
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。
長
峯
市
長
が
図
表
を

使
い
市
の
財
政
状
況
な
ど
を
詳
し
く
説
明

し
た
ほ
か
、
市
職
員
の
定
数
削
減
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
行
政
改
革
の
成
果

を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
少
子

化
対
策
や
今
後
の
総
合
支
所
の
在
り
方
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
市

長
と
か
た
ろ
会
は
11
月
に
高
城
総
合
支
所

管
内
、
1
月
以
降
に
高
崎
・
山
之
口
各
総

合
支
所
管
内
で
順
次
開
催
予
定
で
す
。

多
く
の
利
用
者
に
感
謝

 

道
の
駅
山
之
口
秋
の
感
謝
祭

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
13
周
年
を
迎
え
た
道
の

駅
山
之
口
で
10
月
7
日
、
秋
の
感
謝
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
休
憩
所
や
特
産
品
販
売

所
と
し
て
親
し
ま
れ
、
毎
日
多
く
の
人
が

利
用
し
て
い
る
道
の
駅
。
利
用
者
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
毎
年
春
と
秋
に
感

謝
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
、

野
菜
の
販
売
、
弥
五
郎
太
鼓
の
披
露
や
買

い
物
客
へ
の
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
店
長
の
野
瀬
隆
博
さ
ん
は
「
小
雨

の
な
か
来
店
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
利
用
し
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

竹
灯
ろ
う
で
幻
想
的
な
雰
囲
気

 

第
４
回
清
涼
の
風
祭
り

　

本
堂
や
山
門
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
願
心
寺（
庄
内
町
）
で

10
月
13
日
、清
涼
の
風
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
の
中
学
生
ら
が
協
力
し
て
飾

り
付
け
た
2
、0
0
0
基
の
竹
灯
ろ
う
で

山
門
や
庭
園
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
本
堂
前

で
は
、「
相
撲
甚じ

ん

句く

」
な
ど
の
郷
土
芸
能

の
披
露
が
あ
っ
た
ほ
か
、
秘
伝
料
理
「
菜さ

い

飯は
ん

」
の
振
る
舞
い
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
熊
襲

踊
り
に
参
加
し
た
森
島
将
太
く
ん
（
庄
内

小
6
年
）
は
「
3
年
生
か
ら
参
加
し
て
い

ま
す
。
最
後
の
出
演
が
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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手
作
り
の
農
産
物
直
売
所
が
完
成

 

〝
茅か

や

葺ぶ

き
の
里
笛
水
〞オ
ー
プ
ン

　

6
月
か
ら
県
道
都
城
野
尻
線
沿
い
に

建
設
が
進
ん
で
い
た「
茅
葺
き
の
里
笛

水
」
が
完
成
し
、
10
月
14
日
に
住
民
ら
約

1
5
0
人
が
参
加
し
て
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
高
崎
町
笛

水
地
区
の
活
性
化
と
地
域
住
民
の
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
笛
水
地
区
活
性
化
委
員
会

（
竹
山
國
比
古
会
長
、
30
人
）
を
中
心
に
、

資
材
調
達
か
ら
建
設
ま
で
住
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
進
め
て
き
た
も
の
で
、
広
さ
約

18
坪
の
店
内
で
は
地
元
で
採
れ
た
農
産
物

や
竹
細
工
品
な
ど
約
30
品
目
を
販
売
。
生

産
者
の
顔
が
見
え
、
季
節
感
の
あ
る
商
品

が
、市
価
よ
り
も
安
く
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
客
も
、ど
ん
ど
ん

4

4

4

4

参
加
で
き
る
ま
つ
り

 

山
之
口
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
２
０
０
７

　

観
客
参
加
型
の
ま
つ
り
と
し
て
定
着
し

て
い
る
山
之
口
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
が
10
月

20
日
、
山
之
口
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
2
、5
0
0
人

が
来
場
し
ま
し
た
。
毎
年
新
し
い
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
と
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
で
観
客
を

楽
し
ま
せ
る
同
ま
つ
り
。
初
め
て
行
わ
れ

た
玉
入
れ
競
争
で
は
、
出
場
者
た
ち
が
強

風
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
知

力
と
体
力
を
競
う
ク
イ
ズ
大
会
で
も
観
客

が
商
品
を
獲
得
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
設
け

る
な
ど
、
今
年
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
試
み

に
ま
つ
り
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
Ｍ
Ｊ
の
１
歳
を
祝
う

 

総
合
文
化
ホ
ー
ル
開
館
１
周
年

　

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
開
館
１
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
10
月
20
日
・
21
日
の
両

日
、
同
ホ
ー
ル
お
よ
び
周
辺
4
カ
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
内
で
は
無
料
コ
ン

サ
ー
ト
や
ホ
ー
ル
探
検
ツ
ア
ー
、
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
の
演
奏
体
験
な
ど
、
周

辺
会
場
で
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大
道
芸

人
40
組
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ち
ん

ど
ん
練
り
歩
き
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
盛
大
に
1
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。
同
ホ
ー
ル
職
員
の
河
村
一
政
さ

ん
は
「
多
く
の
人
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
文
化
情
報
の
発
信
拠
点
と
し

て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

街
道
の
に
ぎ
わ
い
を
今
に

 

第
７
回
東
目
街
道
ま
つ
り

　

10
月
21
日
、
高
城
町
で
第
７
回
東
目
街

道
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ

て
薩
摩
と
日
向
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
で

あ
っ
た
街
道
沿
い
に
地
元
商
工
会
な
ど
に

よ
る
出
店
が
立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
郷
土
芸

能
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
バ
ン
ド
×
ば
と
る
ⅰ
ｎ
高
城
も
行
わ

れ
、
6
組
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
腕
を

競
い
ま
し
た
。
仕
事
仲
間
と
結
成
し
た
バ

ン
ド
で
参
加
し
た
日
高
修
さ
ん（
宮
崎
市
）

は
「
こ
の
祭
り
に
は
5
年
連
続
で
出
場
し

て
い
ま
す
。
和
や
か
な
雰
囲
気
が
い
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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Scenery of a person内
閣
府
が
募
集
し
た
エ
イ
ジ
レ
ス
・

ラ
イ
フ
実
践
者
に
前
田
宏
さ
ん

（
山
之
口
町
・
74
歳
）が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
山
之
口
町
森
林
案
内
人

会
の
代
表
と
し
て
、
小
中
学
生
が
自
然

体
験
で
き
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
て

き
た
前
田
さ
ん
。
こ
う
し
た
活
動
を
通

じ
、
高
齢
者
と
し
て
健
康
に
過
ご
し
、

充
実
し
た
人
生
を
築
い
て
き
た
と
評
価

さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
夕
焼
け
や

虹
を
見
て
も
感
動
し
な
い
。
習
い
事
な

ど
で
忙
し
い
あ
ま
り
、
自
然
と
接
す
る

時
間
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で

は
」
と
子
ど
も
た
ち
の
自
然
へ
の
無
関

心
さ
を
心
配
す
る
前
田
さ
ん
。
そ
こ
で

15
年
ほ
ど
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
山
歩

き
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
季
節
ご

と
の
景
色
の
移
ろ
い
や
草
花
な
ど
の
観

察
を
通
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
呼

び
覚
ま
し
て
あ
げ
た
い
と
始
め
た
自
然

体
験
学
習
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

山
歩
き
や
川
遊
び
、
植
樹
な
ど
の
自
然

体
験
を
通
し
て
、
普
段
は
気
付
か
な
い

特
技
を
発
揮
し
た
り
、
地
域
や
学
年
を

超
え
て
助
け
合
っ
た
り
す
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
自
然
と
遊
ぶ

こ
と
が
人
間
教
育
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
高
齢

者
が
お
節
介
を
焼
か
な
い
と
始
ま
ら
な

い
の
で
は
」
と
話
す
前
田
さ
ん
。

　

山
之
口
小
学
校
見
守
り
隊
の
隊
長
も

務
め
る
前
田
さ
ん
は
「
仕
事
一
点
張
り

で
や
っ
て
き
た
大
人
に
も
責
任
が
あ

る
。こ
れ
か
ら
は
地
域
共
同
体
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
に
目
配
り
し
て
ほ
し
い
。

素
晴
ら
し
い
都
城
の
自
然
を
子
ど
も
た

ち
全
員
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
ま
す
ま

す
元
気
な
前
田
さ
ん
で
す
。

子どもへの自然体験学習が評価され、エイジレス・ライフ章を受章

前田　宏さん
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学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

「
西
小
学
校
の
校
歌
」

 

6
年　

山や
ま

下し
た　

玲れ
い

奈な 

さ
ん

　

大
学
で
何
を
教
え
て
い
る
の
で

す
か
？　

専
門
は
？　

こ
れ
は
初

め
て
お
会
い
す
る
方
に
よ
く
聞
か

れ
る
質
問
で
す
。「
ホ
ー
ゲ
ン
デ

ス
」
と
答
え
る
と
、
た
い
て
い

「
？
？
」
訝い

ぶ
か

し
げ
な
様
子
。〝
方
言

学
〞
は
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
な
じ

み
の
な
い
学
問
の
よ
う
で
す
。

　

私
の
方
言
研
究
の
ス
タ
ー
ト
は

20
年
前
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現

地
取
材
）
で
は
、
山
奥
の
集
落
か

ら
漁
師
の
村
へ
と
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
出
会
え
る
ワ
ク
ワ
ク
体
験
の
始

ま
り
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
明
治

生
ま
れ
の
方
々
も
お
元
気
で
、
た

く
さ
ん
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
地

域
差
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
オ
ジ
ャ
イ
ヤ
ヒ
カ
ー
」「
オ

ジ
ャ
ン
ス
カ
」「
メ
ー
ヤ
ゲ
モ
ソ
」。

年
配
の
方
は
当
然
お
分
か
り
に
な

る
で
し
ょ
う
が
、共
通
語
だ
と「
ご

め
ん
く
だ
さ
い
」に
あ
た
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
豊
か
な
敬
語
や
表
現

法
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
70
年

代
、
80
年
代
に
は
ど
ん
な
学
校
に

も
あ
っ
た
「
ビ
ッ
キ
ョ
部
」
も
廃

部
に
な
り（
笑
）、
い
ま
や
完
全

に
「
帰
宅
部
」
に
吸
収
合
併
。
伝

統
方
言
は
も
は
や
絶
滅
の
危
機
。

　

方
言
の
衰
退
の
要
因
の
一
つ
に

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
お
孫
さ
ん
に
方
言
で
話
し
か
け

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の

脳
は
と
て
も
優
れ
て
い
て
、
み
や

こ
ん
じ
ょ
う
諸
県
弁
＋
共
通
語
＋

外
国
語
な
ど
、
こ
と
ば
の
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
化
は
そ
ん
な
に
難
し
い
も

の
で
は
な
い
の
で
す
。「
お
ば
ー

ち
ゃ
ん
何
言
っ
て
る
の
か
わ
か
ら

な
ー
い
！
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
を

怖
が
ら
ず
に
使
い
続
け
る
こ
と

で
、「
方
言
」
と
い
う
無
形
の
財

産
は
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
ま

す
。
方
言
だ
か
ら
こ
そ
表
現
で
き

る
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
豊
か
な
言
語
生

活
の
可
能
性
を
奪
っ
て
い
る
の
は

大
人
な
の
で
す
。
方
言
の
す
て
き

さ
、
温
か
さ
は
文
化
そ
の
も
の
で

す
。
子
供
た
ち
に
も
う
ひ
と
つ
の

こ
と
ば
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〝
方
言
文
化
も
ど
げ
ん
か
せ
ん
と

い
か
ん
！
〞

【
こ
と
ば
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル 

 

＝ 

豊
か
さ
】　

「
お
は
よ
う
霧
島
」「
お
は
よ
う

先
生
」「
お
は
よ
う
く
す
の
木
」。

こ
れ
は
、
西
小
学
校
の
校
歌
の
１

番
、
2
番
、
3
番
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歌
い
出
し
で
す
。
私
は
、
西
小
学

校
に
入
学
し
て
こ
の
校
歌
を
歌
い

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
お
は
よ
う
霧
島
」
で

す
が
、
校
舎
の
窓
か
ら
見
え
る
霧

島
は
い
つ
も
力
強
く
、
や
さ
し
く

私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
楽
し
い
学
校
生
活

を
送
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
霧
島

の
お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、「
お
は
よ
う
先
生
」で
す
。

西
小
学
校
に
は
や
さ
し
く
て
熱
心

な
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
担

任
の
先
生
だ
け
で
な
く
、み
ん
な

や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま
す
。そ

ん
な
先
生
方
に
、私
は
勉
強
だ
け

で
な
く
、も
っ
と
大
切
な
何
か
を

教
え
て
も
ら
え
て
い
る
気
が
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
「
お
は
よ
う

く
す
の
木
」
で
す
。
こ
の
「
く
す

の
木
」
は
、
西
小
学
校
の
シ
ン
ボ

ル
の
木
で
す
。
校
庭
に

そ
び
え
立
ち
、
そ
こ
に

あ
る
だ
け
で
大
事
な
意

味
が
あ
る
木
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
「
く
す
の

木
」
の
た
く
ま
し
さ
と

や
さ
し
さ
は
、
西
小
学

校
の
み
ん
な
の
目
標
で

す
。
私
は
ま
だ
「
く
す

の
木
」ほ
ど
強
く
は
な
い
け
れ
ど
、

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
努
力
し
て
、

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
私
も
卒
業
で
す
。
あ

と
何
回
校
歌
を
歌
え
る
か
分
か
ら

な
い
け
ど
、
大
好
き
な
こ
の
校
歌

を
精
い
っ
ぱ
い
大
き
な
声
で
歌
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

昭和38年生まれ。郡元町出身。方言学者。早稲
田大学大学院文学研究科博士課程修了。宮崎
国際大学、淑徳大学助教授を経て、早稲田大学、
玉川大学、十文字学園女子大学で教べんを執る。

松永　修一第23回

西小学校
◎横市町3800 ☎22-4319

 

松
永　

修
一 

さ
ん

（まつなが　しゅういち）Nishi Primary SchoolNishi Primary School

◎学校のシンボル「クスノキ」
学校の木であるクスノキ。現在校
庭の一角に立っている木は、昭和
51年度の卒業記念樹です。



2007.11　16

暮らしの情報
 

募　

集

Recruitm
ent

宮
崎
県
社
会
福
祉
事
業
団
職
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
霧
島
荘
と

養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
岳
荘
の
移
転
統

合
に
伴
う
宮
崎
県
社
会
福
祉
事
業
団

嘱
託
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
内
容
・
定
員
・
勤
務

【
支
援
員
（
臨
時
・
嘱
託
）】

介
護
福
祉
士
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
、
10
人
程
度

※
早
出
、
遅
出
、
夜
勤
あ
り

【
栄
養
士
（
嘱
託
）】

栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
人
、
1
人

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
看
護
師
（
嘱
託
）】

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
を

有
す
る
人
、

2
人
、
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
早
出
、
遅
出
あ
り

【
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
（
嘱
託
）】

介
護
福
祉
士
、
1
級
ヘ
ル
パ
ー
ま
た

は
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人
、

1
人
、
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
試
験
日
時　

11
月
18
日
㈰

●
試
験
場
所　

山
之
口
地
区
公
民
館

●
採
用
時
期　

東
岳
荘
関
係
は
平
成

20
年
3
月
ご
ろ
、
霧
島
荘
関
係
は
平

成
20
年
夏
ご
ろ
の
予
定

●
申
・
問　

11
月
15
日
㈭
ま
で
に

宮
崎
県
社
会
福
祉
事
業
団

☎
0
9
8
5-

25-

4
6
9
2

２
等
陸・海・空
士（
男
子
）

●
対
象　

満
18
歳
〜
27
歳
未
満

●
試
験
日

①
11
月
17
日
㈯　

都
城
駐
屯
地

②
12
月
15
日
㈯　

新
田
原
基
地

●
問　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

都
城
地
域
事
務
所

☎
23-

3
9
4
4

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」コ
ン
テ
ス
ト

　

子
ど
も
た
ち
の
正
し
い
生
活
リ
ズ

ム
を
地
域
全
体
で
は
ぐ
く
め
る
社
会

を
つ
く
る「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

運
動
を
多
く
の
人
に
幅
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
内
容　

写
真
・
標
語
・
デ
ザ
イ
ン

※
1
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

●
問　

11
月
30
日
㈮
ま
で
に
早
寝
早

起
き
朝
ご
は
ん
全
国
協
議
会
事
務
局

☎
0
3-

6
7
3
4-

3
4
6
6

 

催　

し

Event

地
域
交
流
フ
ェ
ア
in 
都
城

わ
く
わ
く
・
得
得
プ
ラ
ザ

●
日
時　

11
月
18
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
旧
寿
屋
）

●
内
容　

地
元
企
業
の
製
品
紹
介
、

キ
ッ
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ほ
か

●
問　

都
城
青
年
会
議
所

　
　
　

☎
23-

0
5
0
2

12 
月
４
日
〜
10 
日
は「
人
権
週
間
」

人
権
啓
発
推
進
大
会

●
日
時　

11
月
28
日
㈬

　
　
　
　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

医
学
博
士　

藤
井
輝
明
さ

ん
に
よ
る
講
演
「
今
を
生
き
る
」

●
そ
の
他　

参
加
は
無
料
で
す
が
、

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

※
後
日
入
場
整
理
券
を
郵
送
し
ま

す
。
託
児
あ
り（
要
予
約
）

●
申
・
問　

11
月
16
日
㈮
ま
で
に

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

「
介
護
予
防
」講
演
会

　

介
護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
で
元
気
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
や
個
人
の
体
験
発
表
お
よ

び
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
7
日
㈮

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

日
本
笑
い
学
会
副
会
長

（
医
師
）昇
幹
夫
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
笑
い
が
健
康
の
秘
訣
」
ほ
か

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
高
齢
者
、
6
8
0
人

※
先
着
順

●
申　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
健
康
長
寿
課
へ

※
整
理
券
を
郵
送
し
ま
す

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
8
4

 
 
　

Fax
　

23-

4
8
4
6

無
料
講
演
会

や
さ
し
い
肝
臓
病
の
お
話

●
日
時　

11
月
22
日
㈭

　
　
　
　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容

①
蓮
池
悟
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
や
さ

し
い
脂
肪
肝
の
お
話
」

②
駒
田
直
人
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
や

さ
し
い
Ｂ
型
、Ｃ
型
肝
炎
の
お
話
」

③
堀
剛
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
や
さ
し

い
肝
臓
が
ん
の
お
話
」

●
そ
の
他　

21
時
か
ら
専
門
医
に
よ

る
個
人
面
談
も
受
け
付
け
ま
す

●
問　

宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
消

化
器
・
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
8
5-

26-

2
8
0
0

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

市
民
・
事
業
所
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
都
城
市
の
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　

11
月
30
日
㈮

　
　
　
　

18
時
〜
20
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

環
境
保
全
功
労
者
な
ど
の

表
彰
、
南
九
州
大
学
教
授　

陳
蘭
庄

さ
ん
に
よ
る
環
境
講
演
会

「
大
環
境
は
国
際
連
携
で
、
小
環
境

は
地
元
か
ら
〜
大
農
業
の
現
状
か
ら

の
提
言
〜
」

※
入
場
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す

●
申
・
問　

環
境
政
策
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
1
3
0
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平
成
 20
年
都
城
市
成
人
式

　

今
回
か
ら
、
旧
都
城
市
の
成
人
式

は
、
地
区
別（
中
学
校
区
別
）
の
分

散
開
催
と
な
り
ま
す
。
各
地
区
の
実

行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
成
人
式

の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

旧
4
町
は
従
来
ど
お
り
の
開
催
と
な

り
ま
す
。

　

対
象
者
で
案
内
状
が
届
か
な
い
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

昭
和
62
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　

63
年
4
月
1
日
生

【
都
城
地
域
】

　

返
信
用
は
が
き
を
出
欠
に
か
か
わ

ら
ず
必
ず
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い

●
日
時　

1
月
5
日
㈯　

10
時
〜

※
小
松
原
・
祝
吉
・
五
十
市
・
沖
水
・

志
和
池
地
区
は
10
時
30
分
〜

※
西
岳
・
夏
尾
地
区
は
1
月
3
日
㈭

10
時
30
分
〜

●
場
所

〜 姫
城

姫
城
地
区
公
民
館

小
松
原

小
松
原
中
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘

妻
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

祝
吉

祝
吉
中
学
校
体
育
館

五
十
市

五
十
市
中
学
校
体
育
館

横
市

西
中
学
校
体
育
館

沖
水

沖
水
中
学
校
体
育
館

志
和
池

志
和
池
中
学
校
体
育
館

庄
内

庄
内
中
学
校
体
育
館

西
岳
・
夏
尾
西
岳
中
学
校
多
目
的
室

中
郷

中
郷
中
学
校
体
育
館

●
問　

生
涯
学
習
課　

　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

【
山
之
口
地
域
】

　

返
信
用
は
が
き
を
出
欠
に
か
か
わ

ら
ず
必
ず
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い

●
日
時　

1
月
5
日
㈯　

10
時
〜

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問　

山
之
口
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
57-

3
1
1
1

【
高
城
地
域
】

　

必
ず
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
日
時　

1
月
5
日
㈯　

10
時
〜

●
場
所　

高
城
地
区
公
民
館

●
問　

高
城
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
58-

2
3
1
7

【
山
田
地
域
】

●
日
時　

1
月
5
日
㈯　

10
時
〜

●
場
所　

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

●
問　

山
田
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
64-

1
1
2
1

【
高
崎
地
域
】

●
日
時　

1
月
5
日
㈯　

10
時
〜

●
場
所　

高
崎
総
合
体
育
館

●
問　

高
崎
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
62-

1
1
1
1

認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業

認
知
症
ケ
ア
研
修
会

　
「
都
城
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
つ
づ
け
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
認
知
症
の
人
と
か
か
わ
り
の

あ
る
専
門
職
の
人
な
ど
を
対
象
と
し

た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
24
日
㈯

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

社
会
福
祉
法
人
浴
風
会　

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー

永
田
久
美
子
さ
ん

●
申
・
問　

11
月
16
日
㈮
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
長
寿

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

☎
23-

3
1
8
4　

Fax
　

23-

4
8
4
6

生
き
が
い

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ「
山
之
口
」

●
日
時　

12
月
9
日
㈰

　
　
　
　

9
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
山
之
口
地
区
公
民
館

●
内
容　

生
涯
学
習
講
座
発
表
、
小

学
生
郷
土
芸
能
披
露
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
幼
稚
園
・
保
育
園
児
の
遊

戯
、大
野
勝
彦
さ
ん
に
よ
る
講
演「
人

生
後
半
が
お
も
し
ろ
い
」

●
問　

山
之
口
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
57-

3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　

都
城
島
津
家
史
料
目
録
作
成
事
業

特
別
講
演
会

●
日
時　

11
月
12
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

鹿
児
島
大
学
生
涯
学
習
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

原
口
泉
さ
ん

に
よ
る
講
演
「
都
城
の
至
宝 ―
島

津
家
史
料
と
御
殿―

　

大
河
ド
ラ
マ

『
篤
姫
』の
世
界
」

●
問　

文
化
財
課　

　
　
　

☎
23-

9
5
4
7

 

講
座・教
室

Course

・Class

健
康
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳（
無
料
）

　

65
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
、
運
動

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
教
室
で
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

●
内
容
・
日
程
・
場
所

◎
い
き
い
き
運
動
教
室

　

〜
お
茶
の
間
筋
ト
レ
〜

12
月
７
日
㈮

庄
内
地
区
公
民
館

12
月
21
日
㈮

庄
内
地
区
公
民
館

◎
音
楽
講
座

　

〜
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
も
う
〜

12
月
6
日
㈭

横
市
地
区
公
民
館

12
月
13
日
㈭
山
之
口
町
ふ
れ
あ
い
の
館

◎
調
理
実
習
講
座
（
男
性
も
歓
迎
）

　

〜
元
気
の
出
る
食
事
を
し
よ
う
〜

12
月
11
日
㈫

祝
吉
地
区
公
民
館

12
月
14
日
㈮

西
岳
地
区
公
民
館

◎
脳
元
気
講
座

　

〜
認
知
症
を
防
ご
う
〜

12
月
5
日
㈬

中
郷
地
区
公
民
館

12
月
6
日
㈭
高
城
第
8
公
民
館（
穂
満
坊
）

12
月
11
日
㈫

長
寿
館

●
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
調
理
実
習
は
12
時
30
分
終
了

●
申
・
問

　

健
康
長
寿
課

　

☎
23-

3
1
8
4

　

山
之
口
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
57-

3
1
1
1

　

高
城
総
合
支
所
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
58-
6
8
0
0
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講
座・教
室

Course

・Class
離
乳
食
教
室

●
日
時　

11
月
30
日
㈮

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

高
崎
東
霧
島
多
目
的
集
会

所●
申
・
問　

こ
ど
も
課　

　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

ゆ
っ
た
り
倶
楽
部
体
験
会

甘
酒
と
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

●
日
時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

●
場
所　

西
岳
研
修
館（
高
野
町
）

●
費
用　

2
、0
0
0
円

●
定
員　

10
人（
申
込
順
）

※
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
を
持
参

●
申
・
問　

11
月
20
日
㈫
ま
で
に

　

商
業
観
光
課

　

☎
23-

2
6
1
5

パ
ン
焼
き
教
室

　

焼
き
た
て
の
パ
ン
で
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

毎
月
第
3
日
曜
日

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
13
時

●
場
所　

キ
ャ
ン
バ
ス
の
会
給
食
セ

ン
タ
ー（
南
鷹
尾
町
）

●
費
用　

1
回
5
0
0
円

※
希
望
者
は
、
無
料
で
送
迎
し
ま
す

●
問　

キ
ャ
ン
バ
ス
の
会

　
　
　

☎
26-

5
7
3
2

虹
色
ク
レ
ヨ
ン
講
座（
無
料
）

●
日
時
・
内
容

①
11
月
16
日
㈮　

13
時
〜
14
時
30
分

宮
崎
県
立
看
護
大
学
教
授　

花
野

典
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
子
ど
も

の
遊
び
」

②
12
月
1
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

九
州
大
谷
短
期
大
学
教
授　

山
田

真
理
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
子
ど

も
と
メ
デ
ィ
ア
」

●
場
所

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
対
象

①
乳
・
幼
児
の
保
護
者

②
ど
な
た
で
も

※
無
料
託
児
あ
り（
要
申
込
）

●
申
・
問

①
11
月
14
日
㈬

②
11
月
28
日
㈬
ま
で
に
生
涯
学
習
課

☎
23-

9
5
4
5

糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

お
せ
ち
料
理
講
習
会

●
日
時　

12
月
9
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
13
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
費
用　

1
、0
0
0
円（
材
料
代
）

●
そ
の
他　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を

持
参
く
だ
さ
い

●
申
・
問　

11
月
21
日
㈬
ま
で
に

　

都
城
市
郡
医
師
会
病
院

　

☎
39-

1
1
0
0

き
ら
り
体
験
教
室

　

初
心
者
対
象
の
体
験
教
室
で
す
。

【
そ
ば
打
ち
】

●
日
時　

12
月
2
日
㈰　

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
費
用　

1
、0
0
0
円

【
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
】

●
日
時　

12
月
4
日
㈫
・
18
日
㈫

全
2
回　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

4
、0
0
0
円

※
1
ホ
ー
ル
持
ち
帰
り
あ
り

●
申
・
問　

11
月
21
日
㈬
ま
で
に

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　

☎
23-

4
0
8
0

よ
か・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
カ
ラ
オ
ケ
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館

●
費
用　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0

円
（
冷
暖
房
費
別
）

●
申
・
問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　
　
　

☎
23-
4
0
8
0

 

相　

談

Counseling

専
門
士
業

な
ん
で
も
生
活
無
料
相
談
会

　

行
政
書
士
、
弁
護
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
の
国
家
資
格
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

※
当
日
受
付
の
み（
15
時
ま
で
）

●
場
所　

大
丸
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

●
内
容　

サ
ラ
金
問
題
（
利
息
の
過

払
い
、
強
引
な
取
り
立
て
）、
相
続

問
題
、
税
金
、
土
地
の
境
界
、
各
種

契
約
、
離
婚
な
ど
社
会
生
活
を
営
む

上
で
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
問
題

●
問　

宮
崎
県
専
門
士
業
団
体
連
絡

協
議
会

☎
0
9
8
5-

22-

2
4
6
6

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
29
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

行
政
相
談

●
日
程
・
場
所

11
月
15
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
7
階

11
月
17
日
㈯　

9
時
〜
12
時

岩
﨑
不
動
産
事
務
所（
高
崎
町
）

11
月
21
日
㈬　

10
時
〜
12
時

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4
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不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー「
ウ
イ
ン
グ
」

　

不
妊
に
伴
う
身
体
や
心
の
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
、
不
妊
専
門
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。

●
日
時　

毎
月
第
2
・
4
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
専
用
電
話

☎
0
9
0-

8
9
1
2-
5
3
3
1

【
ウ
イ
ン
グ
交
流
会
】

　

不
妊
に
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
の
交

流
会
で
す

●
日
時　

11
月
21
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

宮
崎
県
中
央
保
健
所

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

●
問　

宮
崎
県
中
央
保
健
所

☎
0
9
8
5-

28-

2
6
6
8

※
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
の

 

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

11
月
20
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

11
月
27
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相

談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

に
関
す
る
秘
密
は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

11
月
20
日
㈫　

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

●
問　

工
業
振
興
課　

　
　
　

☎
23-

2
7
5
3

 

お
知
ら
せ
Inform

ation

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

第
１
次
都
城
市
国
土
利
用
計
画（
案
）

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
地
域
間

競
争
の
激
化
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
都
城
市

の
区
域
に
お
け
る
国
土
の
利
用
に
関

し
、
基
本
的
な
事
項
を
定
め
て
、
総

合
的
、
か
つ
計
画
的
な
国
土
の
利
用

を
図
る
た
め
の
長
期
計
画
と
し
て
、

第
1
次
都
城
市
国
土
利
用
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
の
策
定
に
当

た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

経
営
戦
略
課
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
2

階
）、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各

総
合
支
所
で
第
1
次
都
城
市
国
土
利

用
計
画
案
を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

●
意
見
の
募
集
期
間

11
月
15
日
㈭
〜
12
月
14
日
㈮

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提

出
書
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は

団
体
名
を
明
記
の
上
、
経
営
戦
略
課

ま
た
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
総

合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
く
だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名
な
ど

の
記
載
が
な
い
意
見
に
は
、
市
の
考

え
方
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す●
問　

経
営
戦
略
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
5

全
国
物
価
統
計
調
査

　

11
月
21
日
を
基
準
日
と
し
て
、
平

成
19
年
全
国
物
価
統
計
調
査
を
行
い

ま
す
。
11
月
上
旬
〜
下
旬
に
か
け
て

統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が

対
象
と
な
っ
た
事
業
所
を
お
伺
い
し

ま
す
。
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
数
字
な
ど
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問　

情
報
政
策
課

　
　
　

☎
23-

2
5
6
2

胃・子
宮
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

12
／
11
㈫

五
十
市
地
区
公
民
館

12
／
13
㈭

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

12
／
16
㈰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

8
時
〜
9
時

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
62
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
昭
和
62
年
・
60
年
・
58
年
…
）

※
子
宮
が
ん
検
診
は
、
2
年
に
1
回

受
診
で
き
ま
す
。
ま
た
平
成
19
年

4
月
以
降
に
子
宮
が
ん
検
診
を
受

け
た
人
や
、
職
場
や
病
気
で
同
等

の
検
診
を
受
け
る
人
は
受
診
で
き

ま
せ
ん

12
／
13
㈭

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

9
時
〜
10
時

12
／
13
㈭

五
十
市
地
区
公
民
館

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

12
／
16
㈰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9
時
〜
10
時

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
検
診
と
も
4
0
0
円

※
老
人
医
療
受
給
者
、
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
5
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暮らしの情報
ひ
と
り
暮
ら
し
等
高
齢
者
の
調
査

　

災
害
時
、
緊
急
時
の
対
応
や
在
宅

支
援
な
ど
を
図
る
た
め
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
在
宅
高
齢
者
に
関
す
る

調
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間　

11
月
末
日
ま
で

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
0
2

帰
っ
て
こ
ん
ね　

宮
崎
へ
！

ふ
る
さ
と
宮
崎
人
材
バ
ン
ク

　

優
秀
な
人
材
を
求
め
る
県
内
企
業

と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
出
会
い

の
場
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
宮
崎
人
材

バ
ン
ク
」
を
設
け
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と

①
求
人
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

②
ふ
る
さ
と
雇
用
情
報
セ
ン
タ
ー
の

雇
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す

③
県
内
外
の
就
職
説
明
会
な
ど
の
情

報
を
提
供
し
ま
す

●
登
録
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

登
録
し
て
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.back- to- m

iyazaki.jp/

●
問　

宮
崎
県
ふ
る
さ
と
雇
用
情
報

セ
ン
タ
ー

☎
0
9
8
5-

27-

3
6
8
5

山
田
地
区
民
俗
資
料
室

展
示
公
開

　

旧
山
田
町
の
町
議
会
議
場
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
部
屋
に
、
旧
町
時

代
に
収
集
し
た
民
具
約
2
3
0
点
の

一
部
を
展
示
・
公
開
し
ま
す
。
当
時

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
期
間　

3
月
31
日
㈪
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く

●
時
間　

9
時
〜
16
時

※
12
時
〜
13
時
を
除
く

●
場
所　

山
田
総
合
支
所
2
階

　
　
　
　
（
旧
町
議
会
議
場
）

●
内
容　

山
田
地
区
の
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
て
の
衣
食
住
の
用
具
、
農

耕
具
、
畜
産
用
具
、
山
仕
事
道
具
、

養
蚕
用
具
お
よ
び
関
係
写
真
な
ど

●
問　

山
田
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
64-

1
1
2
1

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会
制
度

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
が
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
の
は
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
」

こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は
、
遠

慮
な
く
検
察
審
査
会
事
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問　

都
城
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　

☎
23-

4
1
3
1

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
収
集

【
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
】

●
内
容　

農
ビ
の
表
示
が
あ
る
透
明

な
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
（
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー

ル
、
ト
ン
ネ
ル
ビ
ニ
ー
ル
、
サ
イ
ロ

ビ
ニ
ー
ル
）

●
日
程
・
場
所

11
／
13
㈫

姫
城
農
産
セ
ン
タ
ー

11
／
14
㈬

高
城
農
産
セ
ン
タ
ー

11
／
15
㈭

山
田
農
産
セ
ン
タ
ー

 

●
時
間　

13
時
30
分
〜
16
時

●
費
用　

処
理
券
が
あ
る
人
は
権
利

量
分
は
無
料
、
処
理
券
が
な
い
人
は

1
㌔
当
た
り
6
円
30
銭（
現
金
徴
収
）

【
ポ
リ
フ
イ
ル
ム
】

●
内
容　

肥
料
袋
、
農
薬
袋
、
ベ
ー

ラ
ー
ラ
ッ
プ
、
暖
房
用
ダ
ク
ト
、
Ｐ

Ｏ
系
フ
ィ
ル
ム
、
谷
シ
ー
ト
、
ポ
リ

ポ
ッ
ト
、
ポ
リ
マ
ル
チ
、
か
ん
水

チ
ュ
ー
ブ

※
止
水
シ
ー
ト
、
黒
の
サ
イ
ロ
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
は
収
集
し
ま
せ
ん

●
日
程
・
場
所

11
／
27
㈫

姫
城
農
産
セ
ン
タ
ー

11
／
28
㈬

高
城
農
産
セ
ン
タ
ー

11
／
29
㈭

山
田
農
産
セ
ン
タ
ー

 

●
時
間　

13
時
30
分
〜
16
時

●
費
用　

処
理
券
が
あ
る
人
は
権
利

量
分
は
無
料
、
処
理
券
が
な
い
人
は

1
㌔
当
た
り
22
円
5
銭（
現
金
徴
収
）

●
そ
の
他　

印
鑑
持
参
の
上
、
乾
燥

さ
せ
た
も
の
を
10
㌔
程
度
に
束
ね
、

同
種
の
資
材
で
縛
っ
て
搬
入
し
て
く

だ
さ
い

●
問　

農
政
課

　
　
　

☎
23-

2
7
6
8

平
成
19 
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会

　

12
月
は
給
与
等
に
係
る
源
泉
所
得

税
の
年
末
調
整
月
で
す
。
平
成
19
年

分
か
ら
定
率
減
税
の
廃
止
や
源
泉
徴

収
税
額
表
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
対
象

日　

程

対
象（
郵
便
番
号
別
）

11
／
7
㈬

13：30
〜
15：00

885-

0
0
0
1
〜
0
0

2
9
の
法
人
・
個
人

11
／
8
㈭

10：00
〜
11：30

885-

0
0
3
0
〜
0
0

7
9
の
法
人
・
個
人

11
／
8
㈭

13：30
〜
15：00

885-

0
0
8
0
〜
1
3

1
2
の
法
人
・
個
人

11
／
9
㈮

10：00
〜
11：30

889-

1
8
0
1
〜
4
6

0
2
の
法
人
・
個
人

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

※
会
場
内
は
土
足
厳
禁

●
問　

都
城
税
務
署

　
　
　

☎
22-

4
3
8
3

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

11
月
28
日
㈬　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
東
館
6
階
入
札
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動

産※
物
件
は
11
月
16
日
㈮
以
降
に
納
税

課
に
掲
示
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

●
問　

納
税
課　

☎
23-

2
1
2
6
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Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

来
年
の
３
月
か
ら
た
ば
こ
自
動
販
売

機
で
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

　

来
年
3
月
か
ら
、
未
成
年
者
の
喫

煙
防
止
の
一
環
と
し
て
成
人
の
み
に

発
行
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
ｔ
ａ
ｓ

ｐ
ｏ
（
タ
ス
ポ
）」
が
無
い
と
自
動

販
売
機
で
は
た
ば
こ
が
買
え
な
く
な

り
ま
す
。
タ
ス
ポ
に
は
電
子
マ
ネ
ー

機
能
も
搭
載
し
て
い
ま
す
。

●「
タ
ス
ポ
」申
込
方
法

　

11
月
中
旬
か
ら
た
ば
こ
販
売
店
な

ど
に
設
置
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
の
写
し
お
よ
び
顔
写
真（
縦

4
・
5
㌢
×
横
3
・
5
㌢
、
3
カ
月
以

内
撮
影
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い

●
申
込
期
間　

12
月
1
日
㈯
〜

●
問　

㈳
日
本
た
ば
こ
協
会
ｔ
ａ
ｓ

ｐ
ｏ
運
営
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0-

2
2
2-

1
8
0

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の

ル
ー
ル
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

外
国
人
が
、
在
留
資
格
の
範
囲
内

で
、
そ
の
能
力
を
有
効
発
揮
し
な
が

ら
適
正
に
就
労
で
き
る
よ
う
、
外
国

人
雇
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

①
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
け
出

　

事
業
主
は
、
外
国
人（
特
別
永
住
者

を
除
く
）の
雇
い
入
れ
・
離
職
の
際
、

そ
の
氏
名
、
在
留
資
格
な
ど
を
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
雇
用
環
境
の

改
善
に
向
け
て
、事
業
主
へ
の
助
言
・

指
導
や
、
離
職
し
た
外
国
人
へ
の
再

就
職
支
援
を
効
果
的
に
行
い
ま
す

②
雇
用
管
理
の
改
善
な
ど
に
関
す
る

指
針
の
作
成

　

事
業
主
が
遵
守
す
べ
き
法
令
や
、

努
め
る
べ
き
雇
用
管
理
の
内
容
な
ど

を
指
針
と
し
て
整
理
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
沿
っ
て
、
職
場
環
境
の
改
善
や

再
就
職
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い

③
不
法
就
労
の
防
止

　

①
の
届
け
出
に
当
た
り
、
事
業
主

が
在
留
資
格
を
確
認
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
不
法
就
労
の
防
止
が
図
ら

れ
ま
す

●
問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
　

☎
22-

1
7
4
5

２
０
０
８
宮
崎
県
民
手
帳
販
売

●
販
売
予
定
日　

11
月
上
旬
〜

●
販
売
価
格　

5
0
0
円（
税
込
）

●
サ
イ
ズ　

ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ（
縦

15
㌢
×
横
9
㌢
）

●
販
売
場
所　

情
報
政
策
課
、
各
総

合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

県
内
主
要
書
店

●
問　

情
報
政
策
課

　
　
　

☎
23-

2
5
6
2

都
城
パ
ー
ト
バ
ン
ク
の
移
転
統
合

　

入
居
ビ
ル
の
閉
鎖
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
都
城
パ
ー
ト
バ
ン
ク
で
取
り

扱
っ
て
い
た
業
務
に
つ
い
て
は
、
11

月
1
日
㈭
か
ら
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

都
城
に
引
き
継
い
で
取
り
扱
い
ま
す
。

●
業
務
取
扱
時
間

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
年
末
年
始
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く

●
問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
　

☎
22-

1
7
4
5

都
城
家
内
労
働
相
談
窓
口
の
移
転

　

都
城
パ
ー
ト
バ
ン
ク
内
に
あ
り
ま

し
た
都
城
家
内
労
働
相
談
窓
口
は
、

11
月
1
日
㈭
か
ら
、
都
城
商
工
労

政
事
務
所
内（
北
原
町
）
へ
移
転
し
、

引
き
続
き
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問　

都
城
家
内
労
働
相
談
窓
口

　
　
　

☎
25-

0
3
0
0

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
11/18
（日）

森山内科クリニック（内） 21-5000
原田医院（内・小・外） 26-3330
瀬ノ口内科（内） 25-7780
海老原記念（外） 22-2240
寺本整形（整） 22-1171
西元眼科（眼） 25-8888
はた歯科医院 22-3005

11/23
（金）

柳田病院（小・内） 22-4862
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
田中隆内科（内） 52-0301
野口脳神経外科（脳外科）47-1800
安藤医院（消・外・内） 39-2226
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
八田歯科医院 25-6318

11/25
（日）

田口クリニック（内） 24-0600
有馬医院（内・小） 23-2610
あきづき医院（内・心内） 36-0534
川畑医院（外・胃） 46-3225
石井皮膚科（皮） 23-4588
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
花森歯科医院 25-8345

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください

◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp

●休日当番薬局
11/18㈰ そうごう都原店、中原町

11/23㈮ 東町、つかさ、とよみつ調剤、
ケーアイ調剤都城店

11/25㈰ ハートフル、すずかけ、古川調剤、
ひむか三股店
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

　●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

休 館 日 11月19・23・26日
12月3・6・10日

開館時間 9：30～18：50

11/10
～12/15

11月

10日㈯ 芸能の夕べ　［山田総合センター］
問山田生涯学習課　☎ 64-1111

10日㈯～
11日㈰

スカイ・レジャー・ジャパン'07イン都城
（スカイフェスタin都城）　［上水流町大淀川河川敷］
問商業観光課　☎ 23-2983

12日㈪
13:30～

歴史講演会「都城の至宝 ―島津家史料と御殿―」
［交流プラザ］
問文化財課　☎ 23-2116

18日㈰
14:00～

山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演　［人形の館］
問山之口生涯学習課　☎ 57-3111

21日㈬
13:30～

交通安全市民大会　［交流プラザ］
問生活文化課　☎ 23-7183

23日
（勤労感謝の日）

10:00～

環境まつり　［リサイクルプラザさいせい館］
問環境政策課　☎ 23-2130

28日㈬
13:00～

人権啓発推進大会　［交流プラザ］
問生涯学習課　☎ 23-9545

12月

1日㈯
18:00～

イルミネーション点灯式　［交流プラザ］
問ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770

8日㈯
18:00～

クリスマスドライブインシアターinかかし村
［山田町第 2運動場］
問山田町商工会　☎ 64-2057

9日㈰
9:00～

生きがいふれあいフェスタ　［山之口勤労福祉センター］
問山之口生涯学習課　☎ 57-3111

不思議に思う日本語
　大学の日本語の先生から、日本
人はお土産を渡す時に「つまらな
い物ですが、どうぞ」という表現をよく使うと教わった。私
は「このお土産は価値がない物だけどあげる」という意味
だと思い、「人にあまりあげたくないような物をあげる時に
言うのですか」と聞くと、先生は「いいえ、お土産をあげる
時に普通に使います」と答えた。とても不思議だった。モ
ンゴルでは人にお土産をあげる時、「あなたのために買った
素晴らしい物なのでどうぞ」と言うので、この表現は私にとっ
て理解しがたいものだった。また「お邪魔します、ご迷惑
をかけます」なども外国人の目から見ると、とても不思議な
表現だ。人の家に入る時の「お邪魔します」という言葉を
聞くと、「人の家に邪魔しに来るなんて」と思うし、「いろい
ろとご迷惑おかけします」と言われると、「迷惑をかけるつ
もりなの？」と不安になる。「絶対、迷惑をかけないのでよ
ろしく」と言った方がいいように思う。皆さんは自分が話し
ている日本語の不思議な表現に気付いたことありますか？  

本とお話の会
●日時・内容　
　12月8日㈯　14：30～　天使

おはなしのへや “そらまめ”
●日時　11月22日㈭　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子

都城おかしむじ会　愉快な四人語り
　４人の語り部による方言を使った昔話語りです。
●日時　12月1日㈯　14：30 ～15：00
●対象　児童から大人まで、20人程度
●演目　狐が松の木に化けた話、坊さまと狸、永野の乙

名どん ほか

日　程 巡　回　場　所 巡回時間

12/13 ㈭ 県営北原団地
丸野小学校

10：50～11：20
13：00～13：50

12/5 ㈬
西岳地区公民館
吉之元小学校
西岳小学校

11：10～11：40
13：00～13：45
14：20～15：30

11/21 ㈬
庄内地区公民館
夏尾小学校
菓子野小学校

10：45～11：15
13：00～13：30
14：30～16：00

11/17 ㈯
12/15 ㈯

祝吉地区公民館
沖水小学校
ミートショップながやま志比田店

10：50～11：30
13：00～14：00
14：30～15：10

11/28 ㈬ 川東小学校
志和池小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

12/4 ㈫ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

11/20 ㈫
12/12 ㈬

中郷地区公民館
安久小学校

11：00～11：30
13：00～14：00

12/8 ㈯
久保原西自治公民館
鷹尾5丁目自治公民館
市営都原団地

13：00～13：40
14：00～14：30
14：50～15：30

11/29 ㈭ 梅北小学校
今町小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

11/22 ㈭ 木之川内小学校 14：00～16：00

12/7 ㈮
小松原地区公民館
乙房小学校
横市地区公民館

10：40～11：10
13：00～13：50
14：30～15：15

12/1 ㈯
市営一万城北団地
高城地区公民館
山之口地区公民館

10：50～11：20
13：00～14：00
14：20～15：00

12/11 ㈫
志和池地区公民館
縄瀬小学校
市営都北団地

10：50～11：20
13：00～13：45
14：30～15：15

※11月16日～12月15日の日程※ [　　]内は場所、問は問い合わせ先

移動図書館

くれよん号巡回予定

ツェンデスレンさん
（モンゴル） Vol.7

国際交流員
のひとりごと
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編 集 後 記

　
■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　毎週月曜日
・再考　盆地の美術史展　～ 1月20日㈰

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日
・都城盆地の弥生ムラと大阪の弥生ムラ
　～12月9日㈰

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
　　　　※公演がある場合は別料金
休館日　毎週月曜日
定期公演　11月18日㈰
　　　　　一般 710 円　高校生 510 円
　　　　　小中学生 310 円

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金・土曜日の19：00～22：00､
　　　　　土・日曜日の9：30～17：00
※開館時間以外での入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
・火星を楽しむ会　毎週末
・双子座流星群を楽しむ会  12月14日㈮  15日㈯

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
 ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　毎週月曜日

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人 200 円　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

※11月16日～12月15日の日程

　都城市文化賞を受賞された廣瀬嘉昭さん
の作品には生き生きとした人物や懐かしい
風景、そしてなにより被写体へのやさしい
まなざし、いとおしさまでもが感じられる。
優れた作品に必要なのは良いカメラでも特
別な技術でもなく、相手を思いやる気持ち
とコミュニケーションだと思う。日常生活
でも大切なこの当たり前のことを作品を通
じて改めて学ぶことができた。（一）

問①　第2回市民意識調査　ふれあいアン
ケートの市政への要望で最も多かっ
たのは？　○○対策

問②　西小学校の校歌にも出てくる学校の
シンボルは？

問③　廣瀬嘉昭さんが文化功労部門で受賞
したのは都城市○○賞

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号と、わたしの一言、11月号
を読んでの感想を書いて、〒885-8555　
市役所秘書広報課まで。正解者の中から
抽選で１人に、プレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受付、
当選者への商品の発送以外には利用いたしません

◎プレゼント
北斗鍋具材セット
北斗みそ
季節の具材７種
（豚肉・白菜・しいた
　け・にんじんなど）

◎商品取り扱い事業者
ふれあい大牟田農産物加工センター
☎ 62-5016

◎応募締切　11月30日㈮　当日消印有効
◎発　　表　本紙 1月号
◎ 9月号当選者  大王努さん（下川東 1丁目）
毎月広報は見ていましたが、クイズは初めて
応募しました。当選してとてもうれしいです。

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　毎日5回・10分間放送
　① 6：50 ～　② 11：50 ～
　③ 17：50 ～　④ 21：20 ～
　⑤ 23：50 ～
　＜今後の放送予定＞
　11月11日～20日
　　「環境まつり」
　11月21日～31日
　　「点字図書館の活動」
　12月１日～10日
　　「年末年始の火災予防」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています
出演については、経営戦略課（☎23‐2115）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　10：00 ～ 10：05
　16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
（12：00 ～13：00）でも、市政情報や
市民活動の紹介などを放送しています

都城市現住人口
平成19年10月1日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,437世帯 （　　　18）
人口総数　169,458　人 （　　－51）
　　　男　　79,318　人 （　　－15）
　　　女　　90,140　人 （　　－36）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

今月の表紙
戴 帽 式
　10月17日、姫城町の中央公民館で都
城看護専門学校の戴帽式が行われまし
た。教員からナースキャップを着けてもら
い、火をともしたキャンドルを手にした 65
人の生徒は、看護師の心構えを示した
「ナイチンゲール誓詞」を唱え、誓いを
立てました。晴れてナースキャップの着用

を許された
生徒たち
は、希望と
責任を胸
にこれから
始まる臨床
実習に向
かいます。

～読者の一言～ 
このコーナーでは、寄せられた「わたしの一
言」の中から一部を紹介します

・まちの話題を読むと、どの地区もどの学校
もいろいろな催しがあり、いろいろな人々
の交流を深める機会となっているのだな
と思います。少しでも人々の心の潤いとな
れば…と思います。 （高崎町Ｉさん）

・今年は地区の役員になり大変ですが、地
域の人たちとのかかわりの中、いろいろ
な経験をさせてもらっています。そのた
め広報都城も今まで以上に気を付けて見
るようになりました。 （上東町Ｍさん）

・大阪から都城にＩターンしてきました。
メリハリのある天候に感動し、びっくり
しています。 （高城町Ｔさん）

・水田を見渡すと普通作米がとても豊作で
す。刈り取りが終わるまで台風が来ないよ
うに毎日祈ってます。 （山之口町Ｎさん）

施設案内　　広報クイズ第23回

 9 月号クイズ結果　応募総数 43通
 ◎正　解　 ①文化　　　②あげ
 　　　　　 ③センダン
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ラスパたかざき
温泉交流センター（高崎町）
星降る街のアメニティスペース

　湯上りがしっとりとなる良質の湯を楽しめる
と人気の「ラスパたかざき温泉交流センター」。
　周囲には、さまざまなスポーツが楽しめる運
動施設や日本一の星空を観察できるたちばな天
文台、三世代交流スポーツとして人気のパーク
ゴルフ場など、いろいろな「遊び」と「学び」
の施設が集まっており、温泉交流センターを中
心とした楽しみ方はさまざま。
　温泉施設の横には、市内で唯一の地下熱を利
用した温水プール「常夏プール」も併設されて
おり、年間を通じて水泳教室やアクアビクス教
室なども開催されています。
　温泉交流センターには宿泊施設も整ってお
り、ゆっくり滞在して「美人の湯」を楽しみ、
豊かな自然の中で心と体を癒やしてみては？

vol.11

施設案内
●利用時間　６：00～22：00
●休 館 日　毎月第３木曜日
            　　　※祝日の場合は翌日
●１回入浴料　大　人 400 円（600 円）
　　　　　　小学生 200 円（300 円）
　　　　　　幼　児 100 円（200 円）
　　　　　　※（　）内は 1日入浴料
●問い合わせ　ラスパたかざき温泉交流センター
　　　　　　TEL 62-5526

M
iyakonojo City Public Relations , M

iyazaki

INFORMATION

集まり、交わり、楽しむ舞台
　　まちづくりネットワークの拠点

ウエルネス交流プラザでは、
毎年12月にイルミネーショ
ンを行っています。街行く人
に季節の移ろいとともに安ら
ぎや驚きを感じていただけ
ればと考えています。

だ  よ  り

交プラ

ウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザ

果てしなく続く、緑の大草原と青い空。

目を閉じると、奏でられるメロディーが、

あなたをそんなすてきな風景に誘います。

●日時：12月７日●日時：12月７日（金）18：30金）18：30開場　19：00場　19：00開演
●会場：都城市総合文化ホール　大ホール●会場：都城市総合文化ホール　大ホール
●出演：服部克久（ピアノ）●出演：服部克久（ピアノ）
　　　　リポー（国家一級馬頭琴奏家　　　　リポー（国家一級馬頭琴奏家）ほかほか
●料金：【全席自由】●料金：【全席自由】
　　　　一般3,000円　　　　一般3,000円
　　　　※未就学児童　　　　※未就学児童
　　　　入場不可　　　　入場不可（託児あり）託児あり）

●日時：12月７日（金）18：30開場　19：00開演
●会場：都城市総合文化ホール　大ホール
●出演：服部克久（ピアノ）
　　　　リポー（国家一級馬頭琴奏家）ほか
●料金：【全席自由】
　　　　一般3,000円
　　　　※未就学児童
　　　　入場不可（託児あり）

●問い合わせ
　都城市文化振興財団
　TEL 23-7140 
（チケット専用電話　TEL 23-7190）

服部克久館長プロデュース

「モンゴルの大草原から」

イルミネーション点灯式イルミネーション点灯式イルミネーション点灯式
●日時：●日時：1212 月１日月１日（土）土）1818:0000点灯　　　　　　　　灯　　　　　　　　
●場所：ウエルネス交流プラザ　エントランスほか　　●場所：ウエルネス交流プラザ　エントランスほか　　
●料金：無 料●料金：無 料
●内容：点灯カウントダウン、ラウンジコンサート●内容：点灯カウントダウン、ラウンジコンサート
　　　　出演：日　　　　出演：日髙亜美（亜美（ピアノピアノ）、）、
　　　　　　　日　　　　　　　日髙慶子（慶子（バイオリンバイオリン）
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ　●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ　TEL 26-777026-7770

●日時：12月１日（土）18:00点灯　　　　　　　　
●場所：ウエルネス交流プラザ　エントランスほか　　
●料金：無 料
●内容：点灯カウントダウン、ラウンジコンサート
　　　　出演：日髙亜美（ピアノ）、
　　　　　　　日髙慶子（バイオリン）
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ　TEL 26-7770

●高崎
　中学校●

Aコープ

●コンビニ

至小林

至都城

●高崎小学校
●高崎総合支所

●高崎総合公園

たちばな天文台●
宮交バス

「高崎温泉センター」
停留所下車徒歩1分

●郵便局
高崎新田駅 221

42

ラスパたかざき
温泉交流センター

吉
都
線


